
意
思
実
現
再
論

表
示
意
思
と
の
関
係

（15）　意患実現再論

　
　
　
一
　
序

　
民
法
五
二
六
条
一
項
に
よ
れ
ぱ
、
例
え
ば
、
注
文
に
応
じ
て
本
屋

が
本
を
発
送
し
た
場
合
に
は
そ
れ
だ
け
で
（
H
特
に
承
諾
の
意
恩
表

示
が
な
く
と
も
）
契
約
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
特
に
注
文
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
の
に
「
買
わ
な
い
か
」
と
い
う
趣
旨
で
本
屋
が
顧
客

に
本
を
送
っ
た
場
合
に
も
、
顧
客
が
本
に
書
込
を
す
れ
ば
や
は
り
契

約
が
成
立
す
る
。
そ
し
て
、
五
二
六
条
二
項
が
「
契
約
ハ
承
諾
ノ

『
意
思
表
示
』
卜
認
ム
ヘ
キ
事
実
ア
リ
タ
ル
時
二
成
立
ス
」
と
規
定

し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
の
発
送
や
書
込
は
「
意
思
表

示
」
で
は
な
く
「
意
思
実
現
」
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
意
思

を
「
表
示
」
す
る
と
い
う
意
味
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
の
制
度
は
主
に
商
品
の
発
送
や
利
用
・
消
費
を
念
頭
に
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
　
　
沢
　
　
昌
　
　
彦

前
者
（
商
晶
の
発
送
等
）
を
「
履
行
行
為
」
、
後
者
（
商
品
の
利

用
・
消
費
）
を
「
利
用
・
消
費
行
為
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
意
思

実
現
に
よ
る
契
約
の
成
立
と
は
、
申
込
に
応
じ
て
履
行
行
為
や
利

用
・
消
費
行
為
を
す
れ
ぱ
　
　
承
諾
の
意
恩
表
示
が
な
く
と
も

契
約
は
成
立
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

　
さ
て
、
筆
者
は
、
意
思
実
現
に
関
す
る
小
論
を
昨
年
（
二
〇
〇
一

　
　
　
　
　
（
1
）

年
）
発
表
し
た
が
（
以
下
で
は
コ
則
稿
」
と
し
て
引
用
す
る
）
、
脱

稿
直
後
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
、
ド
イ
ツ
で
レ
プ
ゲ
ン
の
「
意
思
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

と
の
訣
別
」
と
題
す
る
論
考
が
出
た
。
こ
の
論
文
で
レ
プ
ゲ
ン
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

ド
イ
ツ
民
法
（
以
下
で
は
「
B
G
B
」
と
省
略
す
る
）
一
五
一
条

（
日
本
民
法
五
二
六
条
二
項
に
相
当
）
に
よ
る
契
約
の
承
諾
は
通
常

の
（
受
領
を
要
し
な
い
）
意
思
表
示
で
あ
り
、
意
思
実
現
と
い
う
概

念
は
も
は
や
不
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
同
様
の
見
解
は
以
前
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か
ら
主
張
さ
れ
て
お
り
筆
者
も
前
稿
で
検
討
を
加
え
て
お
い
た
が
、

こ
の
論
文
で
は
こ
の
見
解
（
B
G
B
一
五
一
条
の
承
諾
を
通
常
の
意

思
表
示
と
解
す
る
見
解
）
が
よ
り
詳
し
く
展
開
さ
れ
、
ま
た
、
前
稿

で
筆
者
が
見
落
と
し
て
い
た
判
例
や
学
説
な
ど
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
論
文
を
紹
介
し
て
筆
者
の
前
稿
を
補
充
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、

前
稿
と
重
複
す
る
部
分
も
当
然
な
が
ら
あ
る
が
（
B
G
B
一
五
一
条

の
立
法
趣
旨
等
）
、
本
稿
だ
け
で
も
独
立
し
た
論
文
と
し
て
読
め
る

も
の
に
す
る
為
に
あ
え
て
省
略
し
な
か
っ
た
。

二

「
意
思
実
現
と
の
訣
別
　
　
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る

契
約
承
諾
の
法
的
性
質
－
」

　
さ
て
、
と
り
あ
え
ず
レ
プ
ゲ
ン
の
論
文
を
紹
介
し
よ
う
。
レ
プ
ゲ

ン
は
ケ
ル
ン
の
学
者
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
は
全
部
で
四
章

か
ら
な
り
、
第
：
阜
は
問
題
提
起
、
第
二
章
は
B
G
B
一
五
一
条
に

よ
る
承
諾
の
法
的
性
質
に
関
す
る
判
例
や
学
説
の
紹
介
、
壁
二
章
は

意
思
実
現
説
と
意
思
表
示
説
と
の
比
較
検
討
、
最
後
に
第
四
章
が
結

語
と
な
っ
て
い
る
。
無
論
、
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
が
中
心
的
な
部

分
で
あ
る
。

1
　
法
的
性
質
に
関
す
る
学
説
の
状
況

　
第
一
章
で
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
は
運
用
上
の
問

　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

題
が
二
つ
あ
る
と
言
う
。
先
ず
、
一
般
論
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
事

実
が
存
在
す
れ
ば
契
約
の
承
諾
に
な
る
の
か
不
明
で
あ
る
し
、
ま
た
、

第
二
に
、
具
体
的
な
事
例
に
お
い
て
そ
の
要
件
か
満
た
さ
れ
て
い
る

か
否
か
の
判
断
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
一
五
一
条
に
よ
る
承

諾
の
法
的
性
質
論
（
意
思
実
現
か
意
思
表
示
か
）
も
こ
の
よ
う
な
問

題
の
解
決
の
為
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
従
来
「
純
粋
に
学

問
的
な
」
問
題
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
レ
プ
ゲ
ン
は
不
満
を

表
明
す
る
。
そ
し
て
、
続
く
第
二
章
で
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ

る
承
諾
の
法
的
性
質
に
関
す
る
判
例
や
学
説
が
検
討
さ
れ
る
。

（
1
）
　
意
思
実
現
説

　
判
例
お
よ
び
一
都
の
学
説
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は

通
常
の
意
思
表
示
で
は
な
く
、
意
思
実
現
　
　
す
な
わ
ち
「
契
約
を

承
諾
す
る
意
思
（
以
下
で
は
単
に
「
承
諾
意
恩
」
と
す
る
）
が
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

さ
れ
て
い
る
申
込
受
領
者
の
行
為
」
で
あ
る
と
理
解
す
る
。

［
判
例
］
　
判
例
に
お
い
て
は
、

後
述
す
る
一
九
八
五
年
の
判
決
が
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( 17 ) 

出
る
ま
で
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
の
法
的
性
質
に
つ
い

て
意
思
実
現
で
あ
る
と
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
B
G
B

一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
の
成
立
要
件
と
し
て
は
、
帝
国
最
高
裁
判
所

　
　
　
（
6
）

に
よ
る
定
式
（
「
契
約
が
成
立
す
る
為
に
は
、
被
告
が
誤
解
の
余
地

の
な
い
行
為
に
よ
っ
て
1
原
告
に
向
け
ら
れ
た
行
為
で
あ
る
必
要

は
な
い
し
原
告
が
認
識
す
る
必
要
も
な
い
　
　
最
終
的
な
承
諾
意
思

を
表
明
す
れ
ば
足
り
る
」
）
が
連
邦
最
高
裁
判
所
で
も
用
い
ら
れ
て

い
た
。

　
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
を
意
思
実
現
で
あ
る
と
し
た
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
判
決
で
あ
る
一
九
八
五
年
二
一
月
一
八
日
判
決
の
事
案
で
は
、
強

制
執
行
手
続
に
お
い
て
債
務
者
が
　
　
示
談
を
申
し
込
む
趣
旨
で

　
　
計
算
小
切
手
（
＜
彗
篶
g
コ
⊆
目
o
q
窃
o
ぎ
鼻
）
を
債
権
者
に
交
付

し
、
債
権
者
は
こ
れ
を
現
金
化
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
債
権

者
が
執
行
を
継
続
し
た
の
で
、
債
務
者
が
請
求
異
議
訴
訟
を
提
起
し

た
の
で
あ
る
。
裁
判
に
お
い
て
は
、
債
権
者
が
小
切
手
を
現
金
化
し

た
こ
と
が
示
談
の
申
込
の
承
諾
に
な
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、

も
し
、
示
談
が
成
立
す
る
な
ら
債
権
者
は
残
額
に
つ
い
て
は
債
権
放

棄
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
強
制
執
行
さ
れ
た
債
権
は
約
一

五
万
七
〇
〇
〇
マ
ル
ク
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
債
務
者
の
申
出
額

（
小
切
手
の
価
格
）
は
一
万
マ
ル
ク
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
地
方
裁
判
所
は
原
告
（
債
務
者
）
の
訴
え
を
認
め
た
が
、
高
等
裁

判
所
は
、
小
切
手
の
現
金
化
が
（
示
談
の
申
込
の
）
承
諾
に
当
た
る

と
は
認
め
な
か
っ
た
。
示
談
の
申
出
額
が
（
執
行
さ
れ
て
い
る
債
権

の
額
に
比
べ
て
）
不
相
当
に
低
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
連

邦
最
高
裁
判
所
は
、
地
方
裁
判
所
の
判
決
を
支
持
し
て
、
小
切
手
の

現
金
化
は
「
意
恩
実
現
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
申
込
受
領
者
の
外

部
的
な
行
為
で
あ
っ
て
承
諾
意
思
が
誤
解
の
余
地
な
く
読
み
取
れ

る
」
の
で
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
に
な
る
と
し
た
。
こ
こ
で

は
、
承
諾
意
患
は
外
部
的
な
行
為
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
意
思
実
現
は
受
領
さ
れ
る
必
要
が
な
い
の
で
「
受
領
者
の
観
点

か
ら
の
解
釈
」
は
問
題
と
な
ら
ず
（
通
常
の
意
思
表
示
の
場
合
に
は

表
示
受
領
者
の
観
点
か
ら
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
　
　
筆
者

注
）
、
む
し
ろ
、
「
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
す

べ
て
の
外
部
的
徴
懸
を
考
慮
し
て
、
申
込
受
頷
者
の
行
為
か
ら
『
現

実
の
承
諾
意
思
』
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
（
B
G
B
一

　
　
（
8
）

三
三
条
）
」
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
最
高

裁
に
よ
れ
ぱ
、
小
切
手
が
示
談
の
趣
旨
で
交
付
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
な
の
で
あ
る
か
ら
、
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
の
視
点
か
ら
見
れ

ば
（
債
権
者
が
小
切
手
を
現
金
化
し
た
こ
と
に
よ
り
）
債
権
者
の
承

諾
意
思
が
誤
解
の
余
地
な
く
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
履
行
行
為
が
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な
さ
れ
た
と
き
と
同
様
で
あ
る
と
言
う
（
冒
頭
（
一
五
頁
）
で
述
べ

た
よ
う
に
意
思
実
現
は
「
履
行
行
為
」
と
「
利
用
・
消
費
行
為
」
の

二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
　
　
筆
者
注
）
。

　
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
の
他
に
、
通
常
の
意
思
表
示
と
同
様
に
「
表

示
意
思
」
も
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
被
告
（
債
権
者
）
が
、

自
分
の
行
為
が
承
諾
意
思
の
表
現
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
承

諾
意
恩
を
実
現
す
る
外
部
的
な
行
為
が
あ
っ
た
以
上
は
通
常
は
表
示

意
恩
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
申
込
受
領
者
（
本
件
で
は

債
権
者
）
の
側
で
「
表
示
意
恩
が
な
か
っ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
の
主

張
・
立
証
責
任
を
負
う
と
す
る
の
が
判
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
表
示
意
思
」
と
い
う
成
立
要
件
に
は
独
自
の
意
義
は
少
な
い
と
レ

プ
ゲ
ン
は
言
う
。
さ
ら
に
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
通
常
の
意
思
表
示
に
お

い
て
表
示
意
思
は
成
立
要
件
で
は
な
い
と
し
た
判
決
が
あ
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
g
）

（
後
述
）
、
判
例
は
必
ず
し
も
一
貫
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。

　
連
邦
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
小
切
手
は
、
（
示
談
の
）
申
込

を
承
諾
し
た
場
合
に
の
み
換
金
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
申
込
者
（
債
務
者
）
は
相
手
方
（
債
権
者
）
が
誠
実

に
行
動
す
る
も
の
と
期
待
し
て
よ
い
の
で
、
示
談
の
額
と
し
て
は
不

相
当
に
低
額
で
あ
る
こ
と
は
本
件
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
被
告

（
債
権
者
）
が
異
な
る
意
恩
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
（
承
諾
意
恩

が
な
か
っ
た
と
し
て
も
）
、
B
G
B
一
一
六
条
（
心
裡
留
保
－
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

本
民
法
九
三
条
に
相
当
）
が
類
推
適
用
さ
れ
て
、
そ
れ
（
承
諾
意
思

が
な
か
っ
た
こ
と
）
は
考
慮
さ
れ
な
い
。

　
［
学
説
］
　
「
B
G
B
一
五
一
条
を
め
ぐ
る
学
説
も
判
例
と
ほ
ぼ
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

様
の
軌
跡
を
辿
っ
た
」
と
レ
プ
ゲ
ン
は
言
う
（
ど
の
よ
う
な
趣
旨
か

必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
）
。
遅
く
と
も
ヴ
ェ
ー
デ
マ
イ
ヤ
ー

　
（
蜆
）

の
論
文
（
一
九
〇
四
年
）
以
来
「
履
行
行
為
」
と
「
利
用
・
消
費
行

為
」
が
区
別
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
区
別
は
錯
誤
の
場
合
に
意
味
が

あ
る
（
後
述
）
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ー
デ
マ
イ
ヤ
ー
は
承
諾
の
表
示
が

黙
示
に
な
さ
れ
て
い
る
点
に
（
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
）
契
約
成

立
の
特
殊
性
が
あ
る
と
強
調
し
て
い
た
が
、
立
法
者
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
後
の
混
乱
の
も
と
で

あ
っ
た
と
レ
ブ
ゲ
ン
は
言
う
。

　
そ
し
て
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
ヴ
ェ
ー
デ
マ
イ
ヤ
ー
が
挙
げ
て
今
日
で

も
よ
く
引
用
さ
れ
る
例
　
　
未
製
本
の
書
籍
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
本

屋
が
顧
客
に
送
っ
た
と
き
に
は
顧
客
が
本
の
頁
を
切
り
開
け
ば
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
）

が
成
立
す
る
　
　
に
つ
い
て
実
際
的
で
な
い
と
批
判
す
る
。
こ
れ
は
、

表
紙
を
見
た
だ
け
で
購
入
す
る
か
否
か
の
決
心
を
す
る
こ
と
を
前
提

18
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と
し
て
い
る
（
頁
を
切
り
開
い
た
ら
契
約
が
成
立
し
て
し
ま
う
か

ら
）
が
現
実
的
で
は
な
く
、
頁
を
切
り
開
い
て
あ
る
本
を
見
て
か
ら

買
う
か
否
か
の
決
心
を
す
る
よ
う
に
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
の
頁
を
切
り
開
く
こ
と
は
、
承
諾
意
思
を
推
定
さ
せ
る

よ
う
な
消
費
行
為
で
は
な
い
と
レ
プ
ゲ
ン
は
言
う
。
（
筆
者
自
身
は

こ
の
議
論
に
納
得
で
き
な
い
。
カ
タ
ロ
グ
で
本
を
注
文
す
る
場
合
を

考
え
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
タ
イ
ト
ル
の
み
を
見
て
本
を
買
う
決
心

を
す
る
こ
と
は
希
で
は
な
い
。
頁
を
切
り
開
い
た
だ
け
で
契
約
が
成

立
す
る
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
（
内
容
を
確
認
で
き
な
い
）
は
、
カ
タ

ロ
グ
で
本
を
買
う
場
合
と
大
差
な
い
。
）

　
B
G
B
一
五
一
条
の
立
法
目
的
は
、
契
約
成
立
時
期
を
、
承
諾
の

行
為
が
さ
れ
た
時
に
ま
で
早
め
る
こ
と
に
あ
る
。
「
買
わ
な
い
か
」

と
い
う
趣
旨
で
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
場
合
に
は
、
受
領
者
は
、
承

諾
が
到
達
す
る
ま
で
待
た
な
く
と
も
直
ぐ
に
商
晶
を
消
費
す
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
申
込
者
（
商
品
を
送
っ
た
側
）
も
即
時
に
売
買
代
金

請
求
権
を
取
得
す
る
。
商
品
を
注
文
し
た
場
合
も
申
込
（
注
文
）
を

受
領
し
て
直
ぐ
に
発
送
す
る
方
が
便
利
で
あ
る
が
、
売
主
は
、
代
金

債
権
を
取
得
し
な
い
内
に
商
品
を
発
送
し
た
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
か

ら
、
契
約
の
成
立
時
期
を
早
め
た
方
が
利
益
に
な
る
。
他
方
、
買
主

も
、
早
期
に
履
行
を
受
け
る
利
益
を
得
る
。
さ
て
、
承
諾
者
に
本
当

に
承
諾
意
思
か
あ
る
な
ら
、
ど
の
説
（
意
思
実
現
説
や
意
思
表
示

説
）
に
よ
っ
て
も
以
上
の
立
法
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
。
意
思
が
な

か
っ
た
場
合
か
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
①
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
の
成
立
要
件

　
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
「
意
思
実
現
」
で
あ
る
と
さ
れ

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
〕

は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
と
レ
プ
ゲ
ン
は
指
摘
す
る
。
例
え
ば

ヒ
ュ
プ
ナ
ー
は
、
意
思
表
示
と
同
様
の
主
観
的
要
件
（
表
示
意
思
と

行
為
意
恩
）
、
お
よ
び
、
承
諾
意
思
が
「
誤
解
の
余
地
な
く
」
表
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
〕

て
い
る
こ
と
の
二
つ
を
要
求
す
る
。
し
た
が
っ
て
（
H
主
観
的
要
件

は
意
思
表
示
と
同
じ
な
の
で
）
、
意
思
表
示
と
の
違
い
は
客
観
的
要

件
に
あ
る
。
ヒ
ュ
プ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
意
思
表
示
の
客
観
的
要
件
は

「
通
知
目
的
に
基
づ
い
て
効
果
意
恩
を
表
示
す
る
こ
と
」
で
あ
る
の

で
、
通
知
目
的
の
有
無
が
客
観
的
要
件
で
の
違
い
と
な
る
。
同
様
に
、

ラ
ー
レ
ン
ツ
も
意
思
実
現
は
「
他
人
に
対
し
て
効
果
意
思
を
通
知
す

る
も
の
で
は
な
い
」
点
に
意
思
表
示
と
の
違
い
が
あ
る
と
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

や
は
り
通
知
目
的
の
有
無
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
行
為

か
ら
意
思
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
（
意
思
実
現
の
客
観
的

要
件
と
し
て
「
承
諾
意
思
が
誤
解
の
余
地
な
く
表
れ
て
い
る
」
必
要

が
あ
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
）
、
な
ぜ
、
そ
れ
を
黙
示
の
表
示
と

19
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言
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
説
明
さ
れ
て
い
な
い
と
レ
プ
ゲ
ン
は
批
判

（
〃
）

す
る
。

　
メ
デ
ィ
ク
ス
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
「
申
込
者
に

向
け
ら
れ
て
い
る
」
必
要
か
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
「
意
思
実
現
」

　
　
　
　
＾
㎎
）

で
あ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
、
通
知
目
的
が
な
い
の
で
は
な
く
、
方
向

が
な
い
（
誰
か
に
向
け
ら
れ
て
い
る
必
要
が
な
い
）
点
に
特
殊
性
が

認
め
ら
れ
て
い
る
と
レ
プ
ゲ
ン
は
理
解
す
る
が
、
ラ
ー
レ
ン
ツ
に
よ

れ
ば
こ
れ
は
到
達
の
問
題
で
あ
る
。
レ
プ
ゲ
ン
自
身
は
、
B
G
B
一

五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
「
方
向
が
な
い
」
点
に
特
徴
が
あ
る
と
理
解

す
る
点
で
メ
デ
ィ
ク
ス
に
賛
成
す
る
が
、
ラ
ー
レ
ン
ツ
と
同
様
に
こ

れ
は
到
達
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
不
特
定
人
に
対
す

る
意
思
表
示
が
あ
り
得
る
以
上
、
な
ぜ
、
こ
れ
を
「
意
思
表
示
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

考
え
て
は
い
け
な
い
の
か
理
解
で
き
な
い
生
言
う
。

　
②
　
錯
誤
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
B
G
B
の
錯
誤
規
定
（
二
九
条
）
は
意
思
表
示
を
前
提
と
し
て

い
る
の
で
、
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
の
際
に
錯
誤
が
あ
っ
た
場
合
を

学
説
（
意
思
実
現
説
）
が
ど
う
扱
っ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
”
〕

あ
る
と
レ
プ
ゲ
ン
は
言
う
。
履
行
行
為
の
際
に
錯
誤
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
一
一
九
条
を
類
推
適
用
し
て
意
思
実
現
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
消
費
行
為
の
場
合
は
問
題
で
あ
る
。
先

ず
、
事
実
関
係
は
分
か
っ
て
い
た
が
承
諾
意
思
は
な
か
っ
た
場
合

（
本
屋
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
本
に
書
込
を
し
た
が
後
で
送
り
返
す
つ

も
り
で
あ
っ
た
と
き
等
）
な
ら
、
B
G
B
一
一
六
条
（
心
裡
留
保
）

を
類
推
す
れ
ば
よ
い
（
承
諾
意
思
は
な
か
っ
た
と
い
う
言
い
訳
は
許

さ
れ
な
い
　
　
筆
者
注
）
。

　
し
か
し
、
送
ら
れ
て
き
た
本
に
1
送
り
返
す
つ
も
り
で
あ
っ
た

の
に
　
　
間
違
え
て
自
分
の
名
前
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
場
合
は
と

う
で
あ
ろ
う
か
。
B
G
B
一
一
九
条
一
項
の
要
件
を
満
た
す
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
意
思
実
現
説
は
否
定
す
る
。
承
諾
意
思
が

な
く
、
消
費
行
為
か
ら
承
諾
意
思
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
な
い

（
意
恩
表
示
で
は
な
い
の
で
表
示
受
領
者
の
観
点
で
は
な
く
理
想
的

な
観
察
者
の
観
点
か
ら
解
釈
さ
れ
る
）
か
ら
で
あ
り
、
取
消
は
不
要

で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
（
筆
者
自
身
は
、
「
理
想
的
な
観
察
者
の
観

点
」
か
ら
見
て
も
「
問
違
え
て
」
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
と
い
う
こ
と

は
分
か
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
客
観

的
に
は
意
思
実
現
と
し
て
通
用
し
、
承
諾
意
思
が
な
か
っ
た
旨
の
主

張
・
立
証
責
任
を
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
側
が
負
う
の
で
は
な
い
か
。
）

　
も
っ
と
も
、
右
の
例
は
表
示
の
錯
誤
の
場
合
で
あ
り
、
内
容
の
錯

誤
の
場
合
（
送
ら
れ
て
き
た
本
を
自
分
の
本
と
勘
違
い
し
て
書
込
を

し
た
と
き
等
　
　
右
の
例
は
ス
タ
ン
プ
を
押
す
つ
も
り
も
な
か
っ
た

〃
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の
に
間
違
え
て
押
し
た
と
い
う
例
で
あ
り
、
自
分
の
本
と
勘
違
い
し

て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
わ
け
で
は
な
い
）
に
つ
い
て
は
意
思
実
現
説

内
部
で
も
対
立
か
あ
る
。
承
諾
意
思
が
な
い
の
で
契
約
は
不
成
立
と

な
り
取
消
の
必
要
は
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
（
内

容
の
錯
誤
）
に
は
B
G
B
一
一
九
条
を
類
推
す
る
見
解
も
あ
る
。

（
2
）
　
内
心
の
決
心
で
足
り
る
と
す
る
説

　
先
ず
、
レ
ブ
ゲ
ン
は
、
B
G
B
二
九
条
に
よ
る
取
消
を
否
定
す

る
見
解
で
も
立
証
責
任
の
転
換
（
承
諸
意
思
が
な
い
こ
と
を
主
張
す

る
側
で
立
証
責
任
を
負
う
）
や
B
G
B
八
二
三
条
一
項
（
不
法
行

為
）
に
よ
る
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
申
込
者
を
保
護
し
て
い
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

指
摘
し
た
上
で
、
フ
ル
ー
メ
の
見
解
の
検
討
に
入
る
。
フ
ル
ー
メ
は
、

沈
黙
に
関
す
る
判
決
（
沈
黙
も
承
諾
と
し
て
通
用
す
る
と
し
た
判

決
）
が
示
す
よ
う
に
判
例
は
承
諾
意
思
の
外
部
的
な
表
明
は
重
要
で

は
な
い
と
し
て
い
る
と
理
解
し
、
B
G
B
一
五
一
条
に
お
い
て
も
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

込
受
領
者
が
承
諾
す
る
決
心
を
内
心
で
す
れ
ば
足
り
る
と
主
張
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
注
文
も
し
な
い
の
に
送
ら
れ
て
き
た
本
を
包
装
も
解

か
な
い
で
放
置
し
て
お
い
て
も
、
目
分
の
も
の
に
す
る
意
思
が
あ
る

な
ら
契
約
は
成
立
す
る
。

　
し
か
し
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
第
一
委
員
会
の
議
事
録
を
引
用
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
）

何
ら
か
の
外
部
的
な
表
現
が
必
要
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、

フ
ル
ー
メ
自
身
も
意
思
表
示
を
「
通
用
表
示
（
○
睾
…
o
q
窒
H
巨
叫
－

『
旨
O
q
）
」
と
す
る
　
　
つ
ま
り
表
示
さ
れ
た
意
思
の
み
が
法
的
意
味

を
有
す
る
と
理
解
し
て
い
る
と
反
論
す
る
。
（
筆
者
は
、
こ
の
反
論

も
充
分
に
説
得
的
で
は
な
い
と
思
う
。
フ
ル
ー
メ
は
意
思
表
示
と
意

思
実
現
と
を
区
別
し
て
い
る
の
で
、
特
に
重
大
な
矛
盾
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
）

（
3
）
　
意
思
表
示
説

　
最
後
に
、
一
部
学
説
は
－
レ
プ
ゲ
ン
自
身
も
そ
う
で
あ
る
が

ー
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
通
常
の
意
思
表
示
で
あ
り
、

た
だ
、
同
条
に
よ
っ
て
到
達
が
不
要
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と

　
　
＾
2
5
〕

主
張
す
る
。
そ
し
て
、
法
的
性
質
を
決
定
し
な
い
と
概
念
の
混
乱
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
〕

も
た
ら
す
例
と
し
て
へ
ー
フ
ァ
ー
メ
ー
ル
を
挙
げ
る
。
へ
ー
フ
ァ
ー

メ
ー
ル
は
、
先
ず
、
B
G
B
一
五
一
条
は
承
諾
の
到
達
を
不
要
と
す

る
例
外
を
認
め
た
だ
け
で
あ
る
と
言
い
つ
つ
、
後
に
は
、
承
諾
を

「
承
諾
意
恩
の
実
現
」
に
係
ら
せ
、
し
か
も
、
意
思
実
現
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
〕

規
定
を
「
類
推
適
用
」
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
承
諾
が
意
思
表

示
で
あ
る
な
ら
直
接
に
適
用
し
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
と
レ
プ
ゲ
ン
は

　
　
（
蝸
）

批
判
す
る
。

〃



一橋論叢　第128巻 第1号 平成14年（2002年） 7月号　（22）

2
　
意
思
実
現
か
意
思
表
示
か

（
1
）
　
議
論
の
実
益

　
さ
て
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
第
三
章
で
「
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承

諾
は
意
思
実
現
か
意
思
表
示
か
」
と
い
う
中
心
的
な
問
題
に
取
り
組

む
が
、
先
ず
は
、
こ
の
議
論
の
実
益
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て

　
　
（
㎜
）

検
討
す
る
。
ど
ち
ら
の
説
に
よ
っ
て
も
契
約
の
成
立
時
期
を
早
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
取
引
を
円
滑
に
さ
せ
る
と
い
う
立
法
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
し
か
し
、
錯
誤
の
場
合
に
実
際
上
の
差
異
が

生
じ
る
と
言
う
。
意
思
実
現
説
に
よ
れ
ぱ
「
現
実
の
承
諾
意
思
」
が

欠
け
て
い
る
の
で
常
に
取
消
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
（
前
述

し
た
よ
う
に
取
消
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
）
契
約
の
成
立

が
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
（
意
思
表
示
で
は
な
い
か
ら
）
信
頼

保
護
要
件
が
な
い
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
が
、
判
例
・
学
説
に
よ

れ
ば
B
G
B
一
五
一
条
に
お
い
て
も
「
外
部
か
ら
見
て
」
明
瞭
な
承

諾
意
思
の
実
現
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
保
護
に
価
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

信
頼
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
と
レ
プ
ゲ
ン
は
批
判
す
る
。

　
レ
ブ
ゲ
ン
自
身
の
見
解
（
意
思
表
示
説
）
に
よ
る
な
ら
意
思
が
欠

け
て
い
て
も
契
約
は
成
立
す
る
の
で
、
取
り
消
す
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
し
か
も
遅
滞
な
く
取
り
消
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　
（
訓
）

（
B
G
B
一
二
一
条
）
、
不
安
定
な
状
態
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対

し
て
、
意
思
実
現
説
に
よ
る
と
き
に
は
－
一
一
九
条
を
類
推
適
用

し
な
い
限
り
－
理
論
的
に
は
期
間
の
制
限
な
く
無
効
を
主
張
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
意
恩
実
現
説
の
一
部
の
論
者
は
一
一
九
条
お
よ
び

＝
…
条
（
一
二
一
条
の
誤
り
か
　
　
筆
者
注
）
を
類
推
適
用
す
る

が
、
類
推
適
用
す
べ
き
よ
う
な
「
法
の
欠
鉄
」
が
存
在
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駆
）

証
明
す
る
べ
き
で
あ
る
と
レ
プ
ゲ
ン
は
言
う
。
（
も
っ
と
も
、
意
思

実
現
説
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
意
思
表
示
で
は
な
い

か
ら
一
一
九
条
等
を
「
類
推
適
用
」
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
レ
プ
ゲ
ン
の
批
判
は
、
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
を
意
思
表
示
で

は
な
い
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
に
帰
す
る
わ
け
で
あ
る
。
）

　
レ
プ
ゲ
ン
は
、
さ
ら
に
、
冒
頭
の
（
一
七
頁
）
連
邦
最
高
裁
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
〕

件
を
少
し
変
え
た
例
を
挙
げ
る
。
一
五
万
マ
ル
ク
の
債
権
の
強
制
執

行
に
際
し
て
、
債
務
者
が
、
示
談
を
申
し
込
む
趣
旨
で
一
万
マ
ル
ク

の
小
切
手
を
交
付
し
た
が
、
債
権
者
は
見
間
違
え
て
一
〇
万
マ
ル
ク

の
小
切
手
で
あ
る
と
理
解
し
た
と
し
よ
う
。
彼
（
債
権
者
）
は
共
同

経
営
者
に
］
不
談
額
は
一
〇
万
マ
ル
ク
で
あ
り
債
権
額
の
三
分
の
二

近
く
に
も
な
る
が
、
強
制
執
行
が
一
〇
万
マ
ル
ク
以
上
を
も
た
ら
す

か
は
疑
わ
し
い
の
で
、
こ
の
小
切
手
を
現
金
化
し
て
く
れ
」
と
言
い
、

共
同
経
営
者
が
小
切
手
を
現
金
化
し
た
と
す
る
。
意
思
実
現
説
を
適

〃
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用
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
一
連
の
出
来
事
を
全
部
知
っ

て
い
る
第
三
者
の
観
点
に
立
て
ば
、
同
僚
と
の
会
話
（
「
こ
の
示
談

は
一
〇
万
マ
ル
ク
で
あ
る
」
）
か
ら
、
債
権
者
は
誤
解
し
て
い
た
の

で
実
際
の
承
諾
意
思
が
な
い
こ
と
は
分
か
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
な
く
、
契
約
も
成
立
し
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
意
思
表
示
説
か
ら
は
実
際
の
承
諾
意
思
で
は

な
く
外
部
か
ら
認
識
さ
れ
る
行
為
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

小
切
手
を
現
金
化
す
れ
ぱ
（
示
談
の
）
申
込
を
承
諾
し
た
こ
と
に
な

る
。
た
だ
し
錯
誤
が
あ
っ
た
の
で
B
G
B
一
一
九
条
一
項
に
よ
る
取

消
が
で
き
る
が
、
遅
滞
な
く
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
し

か
し
、
筆
者
は
、
「
意
思
表
示
説
か
ら
は
実
際
の
承
諾
意
思
で
は
な

く
外
部
か
ら
認
識
さ
れ
る
行
為
が
問
題
と
な
る
か
ら
」
示
談
が
成
立

す
る
と
い
う
説
明
に
は
納
得
し
な
い
。
同
僚
と
の
会
話
も
「
外
部
か

ら
認
識
さ
れ
る
」
。
こ
れ
を
も
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
な
ら
債
権
者
が

金
額
を
問
違
え
て
い
た
こ
と
が
客
観
的
に
も
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、

小
切
手
の
現
金
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
承
諾
意
思
は
外
部
に
表
現
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
解
釈
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
「
諸
般
の

事
情
」
の
範
囲
の
問
題
で
あ
り
、
小
切
手
の
現
金
化
の
み
を
取
り
出

す
な
ら
示
談
を
承
諾
し
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
同
僚
と
の
会
話
を
も

考
慮
す
る
な
ら
承
諾
意
患
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
意
恩
表
示
説

だ
と
相
手
方
の
立
場
か
ら
解
釈
さ
れ
る
か
ら
相
手
方
に
は
認
識
で
き

な
い
事
情
（
同
僚
と
の
会
話
）
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

示
談
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
）

　
レ
プ
ゲ
ン
に
よ
れ
ば
、
意
思
表
示
説
の
主
な
論
拠
は
以
下
の
通
り

　
（
脳
〕

で
あ
る
。
B
G
B
一
五
一
条
の
立
法
目
的
は
ど
ち
ら
の
理
論
（
意
思

実
現
説
と
意
思
表
示
説
）
に
よ
っ
て
も
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
同
条
の
承
諾
を
通
常
の
意
思
表
示
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
無

理
が
な
い
以
上
「
意
恩
実
現
」
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
。
概
念
の

節
約
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
、
意
思
実
現
説
は
否
定
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
（
レ
プ
ゲ
ン
は
何
故
か
右
に
検
討
し
た
実
際
上
の
差
異

（
錯
誤
の
場
合
に
意
思
実
現
説
な
ら
契
約
不
成
立
と
な
る
が
意
思
表

示
説
な
ら
成
立
し
て
取
り
消
す
べ
き
こ
と
と
な
る
）
に
つ
い
て
言
及

し
な
い
。
）
意
思
実
現
概
念
に
と
っ
て
、
B
G
B
一
五
一
条
は
最
後

の
砦
で
あ
る
。
か
つ
て
の
学
説
に
お
い
て
は
、
一
五
一
条
以
外
に
も

九
五
九
条
（
所
有
権
放
棄
）
や
一
九
四
三
条
（
相
続
の
承
認
）
も
意

思
実
現
の
例
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
　
　
少
数
の
例
外
を
除

い
て
1
こ
れ
ら
は
意
思
表
示
で
あ
り
一
般
規
定
（
特
に
B
G
B
一

一
九
条
以
下
）
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
五

一
条
以
外
の
領
域
で
は
意
思
実
現
概
念
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
一
五
一
条
に
お
い
て
も
無
く
し
て
よ
い
と
レ
プ
ゲ

鴉
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ン
は
言
う
。

（
2
）
　
条
文
の
解
釈

　
①
文
言

　
B
G
B
一
五
一
条
の
文
言
は
、
異
な
っ
た
解
釈
を
許
す
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

「
読
も
う
と
思
え
ぱ
」
読
め
る
と
レ
プ
ゲ
ン
も
認
め
る
。
意
恩
実
現

説
に
従
っ
て
読
む
な
ら
「
承
諾
が
申
込
者
に
対
し
て
『
表
示
さ
れ
な

く
て
も
』
、
契
約
は
…
…
成
立
す
る
」
と
強
調
す
れ
ば
よ
い
し
、
他

方
、
「
承
諾
が
『
申
込
者
に
対
し
て
』
表
示
さ
れ
な
く
と
も
」
と
読

め
ば
、
承
諾
は
通
常
の
意
思
表
示
で
あ
る
こ
と
に
な
る
（
訳
文
は
川

井
健
『
ド
イ
ツ
民
法
典
－
総
則
－
（
法
務
資
料
第
四
四
五
号
）
』

に
よ
る
）
。
し
か
し
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
意
思
実
現
説
に
対
し
て
、
承

諾
を
何
ら
か
の
形
で
申
込
者
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
「
何

か
」
（
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
）
が
申
込
者
に
対
し
て
な
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
（
反
論
と
し
て
は
成
功
し
て
い
な
い

と
筆
者
は
恩
う
。
意
思
実
現
説
に
よ
れ
ば
申
込
者
が
契
約
成
立
を
知

ら
な
い
こ
と
は
あ
り
得
る
の
で
「
承
諾
を
何
ら
か
の
形
で
申
込
者
に

伝
え
る
」
こ
と
は
論
理
的
必
然
で
は
な
い
。
）
さ
ら
に
、
レ
プ
ゲ
ン

は
、
同
条
の
前
半
「
『
そ
の
よ
う
な
』
（
1
1
申
込
者
に
対
す
る
承
諾

の
）
表
示
が
取
引
の
慣
習
に
よ
り
期
待
さ
れ
な
い
と
き
」
を
持
ち
出

し
て
、
「
そ
の
よ
う
な
」
表
示
　
　
つ
ま
り
「
申
込
者
に
対
す
る
」

表
示
が
不
要
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
か
ら
「
承
諾
を
表
示

す
る
こ
と
」
は
要
求
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
（
た
だ
し
受
領
を
要

し
な
い
表
示
で
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
B
G
B
一
五
一
条
の
文
言

は
、
意
思
実
現
説
よ
り
は
意
思
表
示
説
を
指
向
し
て
い
る
と
言
う
。

　
ま
た
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
体
系
的
な
観
点
か
ら
の
解
釈
（
一
五
一
条

は
第
三
節
「
契
約
」
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
二
節
「
意
思

表
示
」
に
続
く
節
な
の
で
、
第
三
節
に
お
い
て
も
意
思
表
示
が
前
提

と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
）
に
つ
い
て
も
触
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
一
五
一
条
が
例
外
的
な
規
定
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
例
外
的
に
意
思
実
現
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
余

　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

地
も
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

　
②
　
意
思
表
示
概
念

　
意
思
実
現
説
は
「
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
誰
か
に
到
達

す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
通
知
目
的
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

は
意
思
表
示
で
は
な
い
」
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
レ
プ

ゲ
ン
は
二
つ
の
観
点
か
ら
反
論
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釧
）

　
第
一
に
、
こ
れ
は
循
環
論
法
で
あ
る
と
言
う
。
承
諾
が
意
思
実
現

で
あ
る
か
意
思
表
示
で
あ
る
か
が
決
定
さ
れ
て
始
め
て
通
知
目
的
が

必
要
か
否
か
を
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
条
文
上
は

〃



（25）　意思実現再論

通
知
目
的
が
必
要
で
あ
る
と
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
（
通
知
目
的
）
は
解
釈
の
手
が
か
り
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、

解
釈
の
結
果
と
し
て
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
（
筆
者
に
は

や
や
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
循
環
論

法
で
あ
る
か
否
か
」
目
体
は
重
要
な
問
題
で
は
な
い
。
）

　
第
二
に
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
が
意
思
表
示
概
念
に
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
〕

ま
れ
得
る
か
が
検
討
さ
れ
る
。
意
思
表
示
と
は
通
常
は
「
法
律
効
果

に
向
け
ら
れ
た
私
的
な
意
思
の
表
現
で
あ
り
、
そ
の
効
果
が
、
効
果

意
思
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
」
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
法
律
効

栗
の
み
か
表
現
の
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
そ
れ
が
特
定

の
他
人
に
向
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
は
言
わ
れ
て
い

な
い
と
レ
プ
ゲ
ン
は
指
摘
す
る
。

　
さ
て
、
意
思
表
示
の
成
立
要
件
は
客
観
的
要
件
（
表
示
）
と
主
観

的
要
件
（
意
思
）
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
主
観
的
要
件
に
つ
い
て
は

見
解
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
普
通
は
、
行
為
意
思
、
表
示

意
思
お
よ
び
効
果
意
思
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
表
示
意
思
が
意

思
表
示
の
成
立
要
件
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
対
立
が
あ
る
。
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
9
〕

邦
最
高
裁
の
一
九
八
四
年
六
月
七
日
判
決
は
、
表
示
意
思
は
意
思
表

示
の
成
立
要
件
で
は
な
く
、
表
示
者
が
「
取
引
上
要
求
さ
れ
る
注
意

を
す
れ
ぱ
、
自
分
（
表
示
者
）
の
表
示
ま
た
は
行
為
を
、
相
手
方

（
受
領
者
）
が
信
義
則
や
取
引
慣
行
に
よ
り
意
思
表
示
と
し
て
理
解

す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
（
表
示
者
が
）
認
識
で
き
た
か
、
ま
た
は

（
意
恩
表
示
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
）
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
」

こ
と
で
足
り
る
と
し
た
。
こ
れ
を
B
G
B
一
五
一
条
に
適
用
す
る
と

き
に
は
「
相
手
方
（
受
領
者
）
の
観
点
」
を
「
客
観
的
な
第
三
者
の

観
点
」
に
置
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
他
の
点
は
変
え

る
必
要
は
な
い
と
レ
プ
ゲ
ン
は
言
う
。
し
た
が
っ
て
、
表
示
意
思
は

不
要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
、
前
述
の
一
九
八
五
年
一
二
月
一

八
日
の
連
邦
最
高
裁
判
決
が
、
意
思
実
現
に
つ
い
て
は
表
示
意
思
が

必
要
で
あ
る
と
明
言
し
た
の
か
は
理
解
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
レ

ブ
ゲ
ン
は
、
表
示
意
思
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
議
論
し
な
い
。

表
示
意
思
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承

諾
は
意
思
表
示
と
考
え
ら
れ
る
と
言
う
。

　
「
表
示
意
思
は
、
行
為
者
が
自
ら
法
的
関
係
に
入
ろ
う
と
す
る
意

図
　
　
す
な
わ
ち
法
的
目
的
の
為
に
表
示
を
す
る
意
図
を
前
提
と
し

　
　
＾
ω
〕

て
い
る
」
。
つ
ま
り
表
示
者
が
表
示
を
表
現
ま
た
は
通
知
し
よ
う
と

意
図
し
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
、
通
知
目
的
は
表
示
意
思
に

含
ま
れ
て
い
る
。
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
の
場
合
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
注
文
さ
れ
た
商
品
を
即
時
に
発
送
し
た
者
は
契
約
を
履

行
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
契
約
を
承
諾

必
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す
る
意
図
を
推
定
さ
せ
る
。
こ
の
と
き
に
は
決
意
を
内
心
に
留
保
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
意
図
的
に
通
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
履
行
行
為
に
よ
る
承
諾
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
（
通
知
目

的
は
な
い
と
す
る
）
意
思
実
現
説
は
妥
当
で
は
な
い
。
で
は
、
利

用
・
消
費
行
為
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
買
わ
な
い
か
」
と

い
う
趣
旨
で
送
ら
れ
て
き
た
本
に
名
前
を
書
い
た
者
は
、
目
分
が
、

本
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
第
三
者
に
通
知
し
た
い
の
で
あ
る
。
他

の
利
用
・
消
費
行
為
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
意
思
実
現
説
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
「
他
人
に
向

け
ら
れ
た
」
も
の
で
は
な
い
か
ら
意
恩
表
示
の
成
立
要
件
を
満
た
さ

な
い
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
意
思
表
示
説
に
よ
れ
ば
、
他
人
に
向

け
ら
れ
て
い
な
く
と
も
意
思
表
示
の
要
件
を
満
た
す
。
他
人
に
対
す

る
通
知
目
的
は
、
意
思
表
示
の
前
提
条
件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
全

く
不
特
定
の
方
向
を
向
い
て
い
て
も
「
通
知
目
的
」
と
呼
び
う
る
こ

と
は
、
壇
言
（
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
意
思
表
示
で
あ
る
）
を
考
え
れ
ば

明
ら
か
で
あ
り
、
重
要
な
の
は
、
決
心
を
内
心
に
留
め
ず
に
外
部
に

表
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
他
人
に
対
す
る
通
知
」
が
問
題
な
の
で

は
な
く
、
「
そ
れ
自
体
と
し
て
の
通
知
」
（
穴
…
島
き
①
巴
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
（
引
）

ω
〇
一
〇
冨
）
で
あ
る
と
言
う
。
な
お
、
判
例
や
一
部
学
説
の
よ
う
に
表

示
意
思
自
体
が
不
要
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
も
そ
も
通
知
目
的
も
問
題

と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
こ
こ
で
は
表

示
意
思
の
必
要
性
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕
　
　
　
　
　
（
蝸
）

　
ま
た
、
レ
プ
ゲ
ン
は
B
G
B
二
＝
一
条
一
項
を
も
持
ち
出
す
。
同

条
で
は
「
意
思
表
示
が
…
…
無
効
で
あ
る
場
合
又
は
…
－
取
り
消
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
、
表
意
者
は
、
『
意
恩
表
示
が
」
相
手
方
に
対

し
て
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
『
そ
の
他
の
と
き
は
』
、
す

べ
て
の
第
三
者
に
対
し
て
－
…
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
る
か
（
訳
文
は
前
記
の
川
井
訳
に
よ
る
）
、
こ
れ

は
、
法
律
も
「
他
人
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
表
示
」
を
認
め
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
う
。

　
さ
ら
に
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
意
思
実
現
説
も
、
承
諾
意
患
が
実
際
に

存
在
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
お
き
な
が
ら
そ
の
意
思
を
外
部
的
な
事

情
か
ら
認
定
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
な
ら
、
先
ず
は
「
表
示

の
有
無
」
を
間
題
に
し
た
後
に
「
意
恩
と
表
示
と
の
不
一
致
」
を
扱

う
B
G
B
の
錯
誤
規
定
（
二
九
条
）
を
適
用
す
る
方
が
、
挙
問
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刺
）

に
は
適
切
で
あ
ろ
う
と
言
う
。

　
③
歴
史
的
考
察

　
次
に
レ
プ
ゲ
ン
は
、
立
法
史
を
検
討
し
て
、
そ
の
際
の
概
念
の
混

乱
が
学
説
に
受
け
継
が
れ
て
し
ま
っ
た
と
批
判
す
る
。
も
っ
と
も
、

立
法
史
に
つ
い
て
は
筆
者
も
前
稿
で
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
レ
プ
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ゲ
ン
に
よ
っ
て
混
乱
と
さ
れ
て
い
る
点
を
中
心
に
紹
介
し
よ
う
。

　
フ
ォ
ン
・
キ
ュ
ー
ペ
ル
の
準
備
草
案
は
、
契
約
の
成
立
に
は
双
方

的
な
意
思
表
示
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
申
込
者
が
返

答
を
期
待
し
な
い
と
き
、
ま
た
は
、
相
手
方
に
即
時
の
履
行
を
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

し
た
と
き
に
は
到
達
を
要
し
な
い
黙
示
の
承
諾
が
許
さ
れ
る
と
し
た
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
黙
示
の
表
示
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う

問
題
は
意
識
的
に
避
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
承
諾
の
法

的
性
質
も
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
主
に
意
思
表
示
の
効
カ
発
生
時
期

が
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
草
案
で
も
同
様
で
あ
り
、
黙
示

の
承
諾
が
許
さ
れ
る
と
規
定
し
た
上
で
申
込
者
に
到
達
す
る
必
要
は

　
　
　
（
蝸
〕

な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ツ
ィ
ー
テ
ル
マ
ン
か
、
正
当
に
も

「
黙
示
の
承
諾
が
許
さ
れ
る
か
」
と
「
承
諾
が
到
達
す
る
必
要
が
あ

る
か
」
と
は
別
で
あ
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
二
草

案
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
黙
示
の
承
諾
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
の
規
定
は
不
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
申
込
者
に
対
す
る
承
諾
が
不
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
議
事
録
で
は
「
例
外
的
に
、
承
諾
意
思
を
明
ら
か

に
す
る
承
諾
意
思
の
実
現
が
あ
れ
ば
充
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
申
込
者

に
向
け
ら
れ
て
い
る
必
要
は
な
く
、
申
込
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
必

要
も
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
意
思
実
現
に
は
通
知
目
的

は
な
い
の
か
と
い
う
問
題
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
そ
も
そ
も
承
諾
が
要
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
は
、
や
は
り
承
諾
意
恩
か
明
確
に
表
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
（
承
諾
不
要
説
を
）
否
定
し
て
い
る
と
レ

　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

プ
ゲ
ン
は
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
は
、
意
思
表
示
と
意
思
実
現
と
の
対

立
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
到
達
の
必
要
性
の
み
が
扱

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
学
説
史
に
お
い
て
も
、
一
九
世
紀
後
半
の
普
通
法
時
代
か
ら
意
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
〕

表
示
と
意
思
実
現
と
の
区
別
は
知
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
レ
ー
ネ
ル

は
、
「
意
思
実
現
」
と
は
行
為
者
の
意
思
が
客
観
的
に
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
1
た
だ
し
意
恩
の
通
知
で
は
な
い
－
の
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

法
的
効
果
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
プ
ラ
ン
ク
も
、

B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
「
通
常
は
黙
示
の
ー
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
〕

意
思
実
現
に
よ
っ
て
」
な
さ
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
後
者
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
）

第
一
草
案
と
同
様
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
と
レ
プ
ゲ
ン
は
指
摘
す
る
。

　
意
思
実
現
説
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
マ
ニ
ー
ク
の
見
解

で
あ
る
。
マ
ニ
ー
ク
は
、
意
思
表
示
を
「
法
的
効
果
意
思
を
通
知
す

る
目
的
の
表
示
」
と
定
義
し
、
し
か
も
、
「
通
知
」
（
穴
昌
鼻
き
①
）

と
「
表
出
」
（
＝
實
く
O
『
旨
9
竃
）
を
区
別
す
る
。
通
知
と
は
意
図

的
・
意
識
的
な
行
為
で
あ
る
が
、
表
出
は
無
意
識
に
さ
れ
る
こ
と
も
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あ
り
得
る
（
無
主
物
先
占
等
）
。
こ
の
と
き
に
は
保
護
に
価
す
る
利

益
を
有
す
る
相
手
方
は
い
な
い
の
で
、
意
思
を
通
知
す
る
必
要
は
な

い
。
そ
し
て
、
第
二
草
案
議
事
録
が
「
契
約
成
立
に
は
意
患
の
実
現

で
足
り
る
」
と
し
た
こ
と
が
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
意

思
実
現
で
あ
る
と
す
る
マ
ニ
ー
ク
の
見
解
の
論
拠
と
な
っ
た
。
表
示

で
は
な
い
の
で
保
護
に
値
す
る
信
頼
も
な
い
か
ら
B
G
B
＝
一
二
条

（
信
頼
利
益
の
暗
償
）
も
適
用
さ
れ
な
い
し
、
意
思
の
欠
敏
の
と
き

に
は
取
消
を
す
る
必
要
も
な
い
（
契
約
は
不
成
立
と
な
る
）
の
で
あ

る
。

　
し
か
し
、
マ
ニ
ー
ク
の
議
論
は
早
計
で
あ
っ
た
と
レ
プ
ゲ
ン
は
批

　
　
（
5
2
）

判
す
る
。
法
は
、
承
諾
は
「
誰
に
対
し
て
も
」
表
示
さ
れ
る
必
要
は

な
い
と
し
た
の
で
は
な
く
、
「
申
込
者
に
対
し
て
」
表
示
さ
れ
る
必

要
は
な
い
と
し
た
の
み
で
あ
る
。
マ
ニ
ー
ク
は
立
法
史
を
自
説
の
論

拠
と
し
て
い
る
が
、
立
法
者
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
の

法
的
性
質
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
④
一
般
的
法
原
則
と
の
整
合
性

　
最
後
に
レ
プ
ゲ
ン
は
、
一
般
的
法
原
則
と
の
整
合
性
を
問
題
と
す

（
鴉
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

る
。
意
思
表
示
を
し
た
者
は
表
示
に
拘
束
さ
れ
、
限
定
さ
れ
た
要
件

の
下
で
な
け
れ
ぱ
解
放
さ
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
（
霊
o
訂

彗
葦
器
；
彗
3
）
。
錯
誤
の
場
合
に
は
B
G
B
二
一
二
条
に
よ
る

信
頼
利
益
の
賠
償
が
要
求
さ
れ
る
。
意
恩
実
現
で
よ
い
と
す
る
と
、

意
思
の
欠
嵌
が
な
い
と
き
し
か
拘
東
力
は
な
い
。
現
実
の
承
諾
意
思

が
な
い
と
き
に
は
、
表
示
が
あ
っ
て
も
問
題
と
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
「
表
示
が
あ
る
以
上
と
り
あ
え
ず
拘
束
カ
が
生
じ
後
で
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
形
で
表
示
を
法
的
に
評
価

す
る
こ
と
は
意
思
実
現
の
場
合
に
は
通
用
し
な
い
こ
と
に
な
る
が
、

根
拠
に
乏
し
い
。
意
思
実
現
説
で
は
一
二
二
条
の
類
推
が
さ
れ
な
い

が
、
申
込
者
の
潜
在
的
な
信
頼
は
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
一

二
二
条
か
な
け
れ
ば
無
過
失
の
賠
償
責
任
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
考
察
を
経
て
、
第
四
章
で
レ
プ
ゲ
ン
は
、
B
G
B

一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
は
通
常
の
意
思
表
示
と
し
て
説
明
で
き
る
と

　
　
（
別
）

要
約
す
る
。
確
か
に
、
法
律
の
文
言
お
よ
び
立
法
目
的
か
ら
は
、
意

思
表
示
説
か
意
思
実
現
説
か
を
決
定
す
る
の
は
難
し
い
と
認
め
つ
つ
、

レ
ブ
ゲ
ン
は
、
そ
の
他
に
二
つ
の
論
拠
を
挙
げ
る
。
第
一
は
概
念
の

節
約
で
あ
り
、
B
G
B
一
五
一
条
の
承
諾
を
無
理
な
く
意
思
表
示
と

し
て
説
明
で
き
る
以
上
、
余
計
な
概
念
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
。

第
二
は
信
頼
保
護
で
あ
り
、
外
部
的
な
表
示
が
あ
る
な
ら
、
意
患
の

欠
鉄
の
場
合
で
も
取
消
お
よ
び
賠
償
責
任
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〃



（29）　意思実現再論

判
例
は
も
は
や
表
示
意
思
は
意
思
表
示
の
成
立
要
件
で
は
な
い
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
（
表
示
意
思
）
が
意
思
実
現
説
の
歴
史
的
根
拠
で

あ
っ
た
以
上
（
表
示
意
思
の
有
無
が
意
思
表
示
と
意
思
実
現
と
の
差

で
あ
っ
た
）
、
意
思
実
現
概
念
か
ら
の
訣
別
は
も
は
や
困
難
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

三
　
検
討

レ
プ
ゲ
ン
論
文
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
レ
プ
ゲ
ン
の
論
文
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
B
G
B
一
五

一
条
に
よ
る
承
諾
は
意
恩
実
現
で
は
な
く
通
常
の
意
思
表
示
で
あ
る

と
い
う
主
張
目
体
は
、
特
に
レ
プ
ゲ
ン
の
独
創
と
い
う
わ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
5
〕

い
。
同
様
の
見
解
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
し
（
ツ
ィ
ー
テ
ル
マ
ン
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

最
近
で
も
主
張
さ
れ
て
い
る
（
プ
レ
ー
マ
ー
）
。

　
ま
た
、
レ
プ
ゲ
ン
の
論
文
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
の

法
的
牲
質
論
に
重
点
が
置
か
れ
る
余
り
具
体
例
に
基
づ
い
た
実
際
的

な
検
討
が
手
薄
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
錯
誤
に
よ
り
承
諸
を
し

た
場
合
が
検
討
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
例
え
ば

　
　
筆
者
が
前
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
－
⊥
恵
思
実
現
を
撤
回
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
か
否
か
（
商
品
を
発
送
し
た
だ
け
で
契
約
が
成
立

す
る
な
ら
商
晶
が
到
達
す
る
前
に
取
り
戻
す
こ
と
す
ら
許
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
る
）
等
が
重
要
な
論
点
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。　

そ
し
て
、
錯
誤
に
関
す
る
議
論
も
、
法
的
性
質
論
へ
の
関
心
を
前

面
に
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
錯
誤
に
よ
り
承
諾
し
た
場

合
に
意
思
実
現
説
が
B
G
B
一
一
九
条
を
類
推
適
用
し
て
解
決
し
よ

う
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
レ
プ
ゲ
ン
は
、
B
G
B
一
五
一
条
に
よ

る
承
諾
は
意
思
表
示
な
の
で
あ
る
か
ら
直
接
適
用
す
る
べ
き
で
あ
り

「
類
推
適
用
」
す
る
の
は
お
か
し
い
と
反
論
す
る
（
二
二
頁
）
。
し
か

し
、
直
接
適
用
か
類
推
適
用
か
は
法
的
性
質
論
に
は
関
係
す
る
が
、

結
論
に
は
差
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
の
利
害
関
係
の
調
整

に
関
す
る
見
解
の
対
立
で
は
な
い
。

　
レ
プ
ゲ
ン
の
議
論
の
内
容
も
、
意
思
実
現
説
へ
の
批
判
が
強
過
ぎ

て
か
え
っ
て
説
得
力
を
弱
め
て
い
る
面
が
あ
る
。
先
ず
、
個
々
の
学

説
を
紹
介
す
る
際
に
、
法
的
性
質
に
関
す
る
議
論
ば
か
り
が
強
調
さ

れ
て
や
や
「
歪
め
ら
れ
て
い
る
」
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

例
え
ば
フ
ル
ー
メ
は
内
心
の
決
意
の
み
で
契
約
が
成
立
す
る
と
言
う

や
や
極
端
な
「
主
観
説
」
を
と
る
が
、
他
方
、
承
諾
意
思
が
な
か
っ

た
場
合
（
契
約
不
成
立
と
な
る
は
ず
で
あ
る
）
で
も
、
自
分
の
行
為

が
相
手
方
に
信
頼
を
惹
起
し
た
と
思
っ
た
場
合
に
は
「
承
諾
で
は
な

〃
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い
」
旨
を
遅
滞
な
く
通
知
し
な
い
限
り
契
約
が
成
立
し
た
も
の
と
扱

＾
5
7
）う

。
通
知
し
な
い
と
い
う
不
作
為
が
黙
示
の
承
諾
と
な
る
と
言
う
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
相
手
方
の
信
頼
を
保
護
す
る
「
小
さ
な
」

制
度
的
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
レ
プ
ゲ
ン
は
何
故
か
無

視
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ニ
ー
ク
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
レ
プ
ゲ
ン

は
峯
昌
彗
ω
宰
こ
腎
彗
o
q
…
α
薫
－
＝
彗
ω
o
q
易
o
巨
津
　
（
一
九
〇
七

年
）
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
筆
者
が
前
稿
で
検
討
し
た
∪
塞
『
8
葦
ω
■

三
鼻
窒
昌
①
＜
雪
訂
－
↓
彗
（
一
九
一
二
九
年
）
で
は
か
な
り
ニ
ュ
ア
ン

ス
か
異
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
例

え
ば
、
注
文
に
応
じ
て
商
品
を
発
送
す
る
こ
と
は
、
後
者
で
は
、
意

思
実
現
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
黙
示
の
承
諾
で
あ
り
、
た
だ
、

B
G
B
一
五
一
条
に
よ
っ
て
契
約
の
成
立
時
点
だ
け
が
早
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
（
鴉
）

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
申
込
に
応
じ
て
ホ
テ
ル
か
客
室
の
準
備
を

始
め
た
と
い
う
「
古
典
的
」
な
事
例
も
、
行
為
が
相
手
方
に
知
ら
れ

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
（
客
が
ホ
テ
ル
に
到
着
す
れ
ば
ホ
テ
ル
が

客
室
を
準
備
し
た
こ
と
は
客
に
も
分
か
る
）
の
で
「
意
思
表
示
」
で

　
　
　
　
＾
5
g
）

あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
マ
ニ
ー
ク
は
、
後
年
の
著
書
に
お
い

て
は
、
黙
示
の
承
諾
と
解
釈
し
う
る
も
の
（
相
手
方
に
知
ら
れ
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
）
に
つ
い
て
は
意
思
表
示
で
あ
る
と
性

質
決
定
し
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で

マ
ニ
ー
ク
が
想
定
し
て
い
る
意
思
実
現
は
、
通
常
よ
り
か
な
り
狭
い

も
の
で
あ
る
。

　
議
論
の
詳
細
に
お
い
て
も
、
筆
者
に
は
納
得
で
き
な
い
部
分
が
多

か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
個
々
の
場
所
で
括
弧
書
き
に
し
て
指

摘
し
て
お
い
た
か
、
さ
ら
に
、
レ
ブ
ゲ
ン
が
立
法
の
趣
旨
を
根
拠
に

論
じ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
；
日
し
た
い
。
立
法
者
が
意
思
実
現
と

い
う
概
念
を
採
用
す
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
レ
プ
ゲ
ン
の

指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
B
G
B
の
立
法
の
頃
は
、
意

思
実
現
の
概
念
自
体
が
　
　
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が

－
未
だ
生
成
途
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
レ
プ
ゲ
ン
が
引
用
し
て

い
る
マ
ニ
ー
ク
の
著
書
も
一
九
〇
七
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
）
。
当

時
は
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
立
法
者
が
、

こ
れ
ら
の
議
論
を
充
分
に
踏
ま
え
た
上
で
「
自
覚
的
に
」
意
思
実
現

概
念
を
拒
否
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
よ
り

理
論
的
に
深
化
し
た
概
念
を
使
っ
て
条
文
を
解
釈
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
例
え
ば
日
本
民
法
の
立
法
者
が
「
除
斥
期
間
」
と
い
う

概
念
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
幾
つ
か
の
条
文
に
つ
い
て
除
斥

期
問
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
レ
プ
ゲ
ン
の
議
論
は
「
意
思
実
現
」
と
い
う
用
語
に
こ
だ

わ
り
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
自
体
は
ど
う

〃
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で
も
よ
い
。
仮
に
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
を
「
意
思
表
示
」

と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
相
手
方
へ
の
到
達
を
予
定
し
て
い
な
い
点
で

通
常
の
意
思
表
示
と
は
か
な
り
性
質
が
異
な
る
（
い
わ
ゆ
る
「
受
頷

を
要
し
な
い
」
意
思
表
示
で
あ
ろ
う
か
）
。
そ
の
特
殊
性
を
、
錯
誤

取
消
や
撤
回
と
い
っ
た
具
体
的
な
論
点
を
踏
ま
え
つ
つ
論
じ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
レ
プ
ゲ
ン
の
論
文
に
つ
い
て
否
定
的
な
こ
と
ぱ
か
り
書
い
て

き
た
が
、
他
方
、
レ
プ
ゲ
ン
か
、
通
知
目
的
を
表
示
意
思
と
関
係
さ

せ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
筆
者
も
深
く
共
感
し
た
。
筆

者
も
表
示
意
思
が
問
題
の
核
心
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
り
、
レ
プ
ゲ
ン
の
論
文
を
採
り
上
げ
た
の
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て

自
分
な
り
の
検
討
を
深
め
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
項
を
改
め
て
検

討
し
よ
う
。

2
　
通
知
目
的
お
よ
び
表
示
意
恩
に
つ
い
て

（
1
）
　
通
知
目
的

　
意
思
実
現
説
が
B
G
B
一
五
一
条
に
よ
る
承
諾
を
「
意
思
実
現
」

で
あ
る
と
考
え
た
の
は
、
「
相
手
方
（
申
込
者
）
に
対
す
る
通
知
」

で
は
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
近
時
の
意
思
表
示
説

（
プ
レ
ー
マ
ー
や
レ
プ
ゲ
ン
）
は
、
「
他
人
に
対
す
る
通
知
」
で
は
な

い
と
し
て
も
「
そ
れ
自
体
と
し
て
の
（
巴
ω
ω
〇
一
〇
ぎ
『
）
通
知
」
で

　
　
　
（
6
0
）

あ
る
と
す
る
。
「
そ
れ
自
体
と
し
て
の
通
知
」
と
は
何
や
ら
難
解
な

禅
問
答
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
表
示
に
は
「
他
人
に
対
す
る
通

知
」
と
し
て
の
意
味
の
他
に
「
表
示
す
る
こ
と
自
体
」
に
意
味
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
遣
言
の
よ
う
な
「
受
領
を
要
し
な
い
意

患
表
示
」
や
、
あ
る
い
は
、
表
示
す
る
こ
と
自
体
が
規
範
設
定
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
引
〕

で
あ
る
と
す
る
「
通
用
理
論
」
（
Ω
彗
…
O
q
ω
9
8
ユ
①
）
に
も
一
脈
通

じ
る
も
の
か
あ
り
（
「
一
脈
通
じ
る
」
ど
こ
ろ
か
通
用
理
論
そ
の
も

の
か
も
知
れ
な
い
）
、
そ
れ
な
り
の
普
遍
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
、
「
あ
る
決
意
を
し
た
と
し
て
も
全
く
内
心
に
留

め
て
い
た
場
合
に
は
法
的
拘
東
力
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
な
ら
支
持

で
き
る
（
フ
ル
ー
メ
は
違
う
か
も
知
れ
な
い
）
。
ま
た
、
他
人
に
対

す
る
通
知
は
「
通
知
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
表
示
す
る
こ
と
自
体
」

に
規
範
設
定
行
為
と
し
て
の
意
昧
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
な
り
に
理
解
で
き
よ
う
。
問
題
は
、
他
人
に
対
す
る
通
知
で
は

な
い
場
合
に
、
そ
れ
で
も
「
表
示
し
た
こ
と
自
体
」
を
根
拠
に
法
的

拘
束
力
か
認
め
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
い
か
に
表
示
し
た
と
し
て
も
そ

れ
が
全
く
他
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
な
ら
内
心
に
留
め
て
い
た
場
合

と
同
じ
で
あ
ろ
う
か
ら
、
表
示
者
が
、
自
分
の
決
意
を
翻
す
こ
と
が

釦
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1
道
徳
的
に
は
と
も
か
く
法
的
に
は
1
許
さ
れ
る
と
思
う
こ
と

を
非
難
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
る
と
、
表
示
に
基
づ

く
拘
束
力
を
認
め
る
に
は
、
や
は
り
何
ら
か
の
意
味
で
「
他
人
が
知

る
で
あ
ろ
う
」
こ
と
を
本
人
が
意
識
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
も
言

え
そ
う
で
あ
る
。
か
く
て
問
題
は
「
表
示
意
思
」
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
o（

2
）
　
表
示
意
思

　
意
思
表
示
の
主
観
的
要
件
と
し
て
、
通
常
、
行
為
意
思
、
表
示
意

思
お
よ
び
効
果
意
思
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件

の
意
義
に
つ
い
て
深
く
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
右
の
よ
う
な

考
察
を
経
て
、
我
々
は
、
効
果
意
思
が
契
約
の
「
内
容
」
を
決
定
す

る
が
、
契
約
の
「
拘
束
力
」
は
表
示
意
思
に
由
来
す
る
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
　
　
既
に
何
度
も
触
れ
た
よ
う
に
　
　
ド
イ
ツ
で
は
一

九
八
四
年
の
連
邦
最
高
裁
の
判
決
に
よ
っ
て
、
表
示
意
思
は
意
思
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
〕

示
の
成
立
要
件
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
「
取
引

上
要
求
さ
れ
る
注
意
を
す
れ
ぱ
、
自
分
（
表
示
者
）
の
表
示
ま
た
は

行
為
を
、
相
手
方
（
受
領
者
）
が
信
義
則
や
取
引
慣
行
に
よ
り
意
思

表
示
と
し
て
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
（
表
示
者
が
）
認
識
で
き

た
か
、
ま
た
は
（
意
思
表
示
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
）
避
け
る

こ
と
が
で
き
た
」
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す

る
。
つ
ま
り
「
他
人
が
知
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
現
実
の
認
識
は
不

要
で
あ
っ
て
も
、
「
他
人
が
知
る
で
あ
ろ
う
」
こ
と
の
認
識
可
能
性

（
「
過
失
」
と
も
言
え
る
）
は
必
要
な
の
で
あ
る
。
「
規
範
的
な
」
表

示
意
思
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
に
お
い
て
も
表
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
〕

意
思
は
意
思
表
示
の
要
件
で
は
な
い
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、

や
は
り
、
同
様
に
「
他
人
が
知
る
で
あ
ろ
う
」
こ
と
の
認
識
可
能
性

は
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
か
っ
て
、

意
思
表
示
を
書
面
に
し
て
机
の
上
に
放
置
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
た
ま

た
ま
偶
然
部
屋
に
入
っ
て
き
た
他
人
が
書
面
を
見
た
と
い
う
程
度
で

は
意
思
表
示
に
は
な
ら
ず
、
そ
の
決
心
を
翻
す
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う

（
も
っ
と
も
机
の
上
に
放
置
し
た
程
度
で
は
表
示
行
為
で
は
な
い
と

も
言
え
る
）
。

3
　
意
恩
実
現
に
よ
る
契
約
の
成
立

　
さ
て
、
意
恩
実
現
に
戻
ろ
う
。
マ
ニ
ー
ク
が
正
当
に
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
我
々
が
意
思
実
現
と
し
て
論
じ
て
い
る
場
合
の
多
く
は
黙

示
の
承
諾
と
し
て
構
成
で
き
る
。
例
え
ば
、
注
文
に
応
じ
て
商
品
を

班



（33）　意思実現再論

発
送
す
る
行
為
は
、
そ
れ
が
相
手
方
に
到
達
す
る
（
知
ら
れ
る
）
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
表
示
意
思
を
伴
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
通
常
の
意
思
表
示
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
、
B
G
B
一
五
一

条
に
よ
っ
て
契
約
の
成
立
時
期
が
早
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ

る
（
日
本
民
法
は
そ
も
そ
も
発
信
主
義
を
採
用
し
て
い
る
の
で
（
五

二
六
条
一
項
）
契
約
の
成
立
時
期
を
早
め
る
意
味
は
な
い
）
。
注
文

に
応
じ
て
第
三
者
に
発
送
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
第
三
者
か

ら
申
込
者
に
通
知
が
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
相
手
方
（
申
込
者
）

に
到
達
す
る
（
知
ら
れ
る
）
こ
と
の
予
見
可
能
性
は
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
も
、
通
常
の
意
思
表
示
と
し
て
扱
っ
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
委
任
さ
れ
た
事
務
を
処
理
す
る
場
合
な
ど
で
は
、

相
手
方
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
し
知
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
こ
と
の
認
識
可
能
性
す
ら
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
（
ゴ
ミ
を
捨
て

る
こ
と
を
頼
ま
れ
た
場
合
等
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
）
。
こ
れ
が
「
真

正
の
」
意
思
実
現
で
あ
る
。
「
他
人
が
知
る
で
あ
ろ
う
」
こ
と
の
予

見
可
能
性
す
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
内
心
に
留
保
し
た
の
と
同
じ
で

あ
り
、
法
的
拘
東
力
を
認
め
る
必
要
は
な
い
。
偶
然
誰
か
が
知
っ
た

と
し
て
も
保
護
に
価
す
る
信
頼
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
部
屋
に
入
っ

た
者
が
机
の
上
に
放
置
し
て
あ
る
契
約
書
を
見
た
場
合
と
同
様
で
あ

る
。　

し
か
し
、
拘
束
力
は
な
く
と
も
1
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
の
当

事
者
が
決
心
を
翻
す
ま
で
は
　
　
両
当
事
者
と
も
契
約
の
履
行
を
望

ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
契
約
は
成
立
し
て
い
る
と
扱
っ
て
よ
い
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
契
約
に
ど
の
よ
う
な
効
カ
を
認
め
る
べ
き

か
は
問
題
で
あ
り
、
筆
者
は
前
稿
で
は
効
果
毎
（
履
行
請
求
、
代
金

請
求
、
危
険
の
移
転
等
）
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
た
が
、

こ
こ
で
詳
し
く
論
じ
る
ゆ
と
り
は
な
い
。
本
稿
で
は
意
思
実
現
と
表

示
意
思
に
つ
い
て
若
干
検
討
で
き
た
こ
と
で
満
足
し
、
残
さ
れ
た
問

題
に
つ
い
て
は
他
日
に
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）
　
拙
稿
「
意
恩
実
現
を
め
ぐ
っ
て
」
凄
学
研
究
（
一
橋
大
掌
）
三

　
五
号

（
2
）
↓
ニ
ヨ
彗
零
轟
彗
一
＞
冨
o
ゴ
匡
く
9
詩
『
≦
＝
o
冨
冨
訂
吋
∵

　
O
q
E
自
O
q
一
＞
O
，
8
ρ
8
ω
1

（
3
）
　
B
G
B
一
五
一
条
　
申
込
者
に
対
す
る
承
諾
の
意
思
表
示
が
取

　
引
の
慣
習
に
よ
り
期
待
さ
れ
な
い
と
き
、
又
は
申
込
者
が
承
諾
の
意

　
思
表
示
を
要
し
な
い
と
し
て
い
る
と
き
は
、
承
諾
か
申
込
者
に
対
し

　
て
表
示
さ
れ
な
く
て
も
、
契
約
は
、
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
に
よ
っ

　
て
成
立
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
卒
込
み
は
、
申
込
み
ま
た
は

㏄



一橋論叢 第128巻第1号 平成14年（2002年）7月号　（34）

当
該
の
事
憎
か
ら
推
測
さ
れ
る
申
込
者
の
意
思
に
従
っ
て
定
め
ら
れ

る
時
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
（
以
下
て
は
特
に
断
ら
な
い
限
り

B
G
B
の
訳
文
は
川
丼
健
『
ド
イ
ツ
民
法
典
－
総
則
－
（
法
務

資
料
第
四
四
五
号
）
』
に
よ
る
）
。

（
4
）
　
雰
轟
昌
一
琴
．
“
ω
．
留
ω
．

（
5
）
窓
轟
雪
一
琴
’
ド
ω
－
留
蜆
－

（
6
）
カ
O
δ
－
ω
．
－
竃
‘
刃
O
N
。
。
戸
竃
9

（
7
）
ω
O
雪
－
竃
蜆
」
M
一
鼻
；
奏
－
刃
カ
一
竃
①
き
ト

（
8
）
　
B
G
B
二
二
三
条
　
意
思
表
示
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
真
意

　
を
探
究
す
る
こ
と
を
要
し
、
表
現
の
文
字
上
の
意
味
に
拘
泥
し
て
は

　
な
ら
な
い
。

（
9
）
宛
o
轟
昌
一
琴
ー
ド
ω
．
塁
o
．

（
1
0
）
　
B
G
B
一
一
六
条
　
意
思
表
示
は
、
表
意
者
が
表
示
し
た
こ
と

　
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に
留
保
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
こ

　
と
は
な
い
。
相
手
方
に
対
し
て
し
た
意
恩
表
示
は
、
相
手
方
か
表
意

　
者
の
留
保
を
知
っ
た
と
き
は
、
無
効
と
す
る
。

（
u
）
　
元
｛
血
q
雪
一
Z
『
ー
ド
ω
缶
竈
．

（
1
2
）
　
峯
a
o
ヨ
2
①
『
一
〇
雪
＞
冨
9
芦
一
留
9
畠
ω
o
げ
＝
o
q
算
o
ユ
ω
9
o
箏

　
く
①
『
言
団
胴
ω
匝
自
『
O
＝
向
『
H
巨
－
一
」
『
一
胴
蜆
－
目
『
一
α
＞
コ
2
困
昌
F
ヨ
O
q
ω
ブ
団
コ
皇
目
『
一
－

　
o
q
彗
一
冨
o
ム
．
（
も
っ
と
も
ヴ
ェ
ー
デ
マ
イ
ヤ
ー
の
見
解
を
紹
介
す
る

　
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
て
誰
者
自
身
は
未
見
で
あ
る
。
）

（
1
3
）
　
勾
①
轟
彗
一
Z
『
．
N
ω
－
9
9

（
M
）
　
宛
ε
囚
昌
一
z
「
M
一
ω
．
㎝
誉
．

（
1
5
）
　
－
吉
巨
彗
一
≧
后
o
ヨ
o
ヨ
o
『
↓
伺
目
註
餉
害
『
o
q
o
『
＝
9
雪
O
①
・

　
ω
g
き
匿
ぎ
ω
」
＞
自
自
L
竈
①
一
宛
自
」
8
o
。
（
筆
者
は
一
九
八
五
年
の

　
初
版
を
参
照
し
得
た
だ
け
て
あ
る
か
、
そ
こ
で
は
、
元
コ
。
塞
N
に
該

　
当
す
る
記
述
が
あ
る
。
）

（
1
6
）
「
彗
雪
ド
＞
＝
血
q
o
ヨ
9
畠
『
忌
二
忌
肋
急
算
ω
o
訂
コ
9
『
o
q
o
『
＝
－

　
〔
＝
彗
忍
o
；
蜆
二
．
＞
自
コ
ニ
o
o
．
p
ω
．
轟
－
。
（
塾
者
か
参
照
し
得
た
一

　
九
八
三
年
の
第
六
版
で
は
五
一
八
頁
。
）

（
1
7
）
　
元
8
o
日
彗
一
之
『
ー
ド
o
o
．
蟹
ド

（
1
8
）
　
…
＆
一
〇
毒
一
≧
后
o
∋
血
三
亀
弓
①
二
忌
ω
｝
O
貝
↓
．
＞
巨
F
－
8
べ
一

　
刃
コ
ー
ω
o
0
N
－
ω
o
o
ω
．

（
1
9
）
　
元
暑
o
q
彗
一
Z
H
．
N
ω
1
蟹
ω
1

（
2
0
）
　
B
G
B
一
一
九
条
　
意
思
表
示
を
す
る
に
辺
り
、
そ
の
内
容
に

　
つ
い
て
錯
誤
か
あ
っ
た
者
又
は
そ
の
内
容
の
表
示
を
す
る
意
思
を
全

　
く
有
し
な
か
っ
た
者
は
、
表
意
者
か
そ
の
事
情
を
知
り
、
か
つ
、
そ

　
の
場
合
を
合
理
的
に
判
断
す
れ
ば
そ
の
意
想
表
示
を
し
な
か
っ
た
と

　
認
め
る
べ
き
と
き
は
、
そ
の
意
恩
表
示
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
取
引
上
重
要
と
認
め
ら
れ
る
人
又
は
物
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
も
、

〃
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意
思
表
示
の
内
容
に
関
す
る
錯
誤
と
み
な
す
。

（
2
1
）
　
刃
o
轟
昌
一
之
『
l
N
ω
1
濯
ω
1

（
2
2
）
　
カ
8
o
q
彗
一
ξ
．
N
ω
．
9
蜆
－

（
2
3
）
　
ヨ
仁
目
P
≧
后
o
ヨ
9
罵
『
↓
雪
；
窃
団
享
①
q
o
『
＝
o
ゴ
彗
寄
o
罧
仰

　
N
ミ
①
巨
①
『
｝
凹
自
O
“
U
與
蜆
カ
①
O
げ
片
ω
困
①
ω
O
＝
町
↓
戸
｛
－
＞
自
コ
ー
－
O
O
N
O
O
．
①
蜆
蜆
．

（
刎
）
　
カ
ε
O
q
彗
一
琴
1
N
ω
1
窪
①
．

（
2
5
）
　
凹
．
軸
1
O
‘

（
2
6
）
　
宛
①
轟
昌
一
ξ
一
N
ω
．
蜆
ミ
ー

（
2
7
）
　
宰
昌
竃
＼
豪
訂
『
ヨ
o
具
葭
彗
庄
斥
o
∋
8
雪
↓
彗
昌
ヨ
団
冒
①
日
o
；
－

　
o
＝
彗
o
o
窒
一
き
昌
河
伽
冨
－
河
目
」
（
o
1
＞
ミ
F
－
8
ω
）
．

（
2
8
）
　
カ
｛
o
q
昌
一
琴
．
ド
o
o
9
一

（
2
9
）
　
宛
o
轟
彗
一
琴
．
N
ω
1
㎝
鼻

（
3
0
）
　
P
団
．
ρ

（
引
）
　
B
G
B
一
二
一
条
　
第
一
一
九
条
及
び
第
一
二
〇
条
の
場
合
に

　
お
い
て
、
取
消
し
は
、
取
消
権
者
が
取
消
原
因
を
知
っ
た
後
、
責
め

　
に
帰
す
べ
き
遅
延
を
し
な
い
で
（
遅
滞
な
く
）
、
こ
れ
を
し
な
け
れ

　
ぱ
な
ら
な
い
。
隔
地
者
に
対
し
て
し
た
取
消
し
は
、
取
消
し
の
意
思

　
表
示
を
遅
滞
な
く
発
し
た
と
き
は
、
適
時
に
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
3
2
）
　
零
碍
雪
一
Z
「
N
ω
．
蟹
〇
一

（
3
3
）
　
o
．
団
．
○
．

（
3
4
）
　
家
轟
彗
一
ξ
．
ド
ω
1
雷
ρ

（
3
5
）
　
零
罵
窒
一
Z
『
－
N
一
ω
．
蟹
－
－

（
3
6
）
　
零
轟
彗
一
Z
『
－
N
ω
1
9
M
－

（
3
7
）
　
』
－
回
○
．

（
3
8
）
　
P
P
O

（
3
9
）
　
ω
O
葭
－
竃
ト
9
一
｝
O
＝
N
o
－
一
ω
農
．

（
4
0
）
　
家
轟
彗
一
Z
「
ド
ω
．
雷
｛
1

（
4
1
）
　
穿
轟
彗
一
Z
『
．
N
ω
．
割
藺
－

（
4
2
）
　
B
G
B
二
＝
一
条
　
意
思
表
示
か
第
一
一
八
条
の
規
定
に
よ
っ

　
て
無
効
で
あ
る
場
合
又
は
第
一
一
九
条
及
び
第
＝
一
〇
条
の
規
定
に

　
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
表
意
者
は
、
意
患
表
示
が

　
相
手
方
に
対
し
て
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
他
の
と

　
き
は
、
す
べ
て
の
第
三
者
に
対
し
、
相
手
方
又
は
第
三
者
が
意
田
山
表

　
示
を
有
効
と
信
じ
た
こ
と
に
よ
り
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
損
害
賠
償
は
、
意
思
表
示
が
有
効
で
あ
る
と

　
き
に
相
手
方
又
は
第
三
者
か
取
得
す
る
利
益
の
額
を
越
え
な
い
も
の

　
と
す
る
。

　
　
前
項
の
損
審
賠
償
義
務
は
、
被
害
者
が
無
効
又
は
取
消
し
の
原
因

　
を
知
っ
て
い
た
と
き
、
又
は
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
（
知
る

　
こ
と
が
で
き
た
）
と
き
に
は
、
生
じ
な
い
。

拓
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（
蝸
）
　
　
宛
o
o
o
q
㊦
コ
’
z
『
．
N
一
〇
〇
一
蜆
蜆
σ
‘

（
μ
）
　
　
カ
O
℃
胴
而
目
’
］
∠
『
．
N
’
ω
1
蜆
蜆
①
－

（
4
5
）
　
鵯
一
饅
l
O
l

（
蝸
）
　
　
宛
O
－
〕
O
q
何
コ
一
ブ
ー
『
1
M
一
ω
．
蜆
蜆
一
1

（
〃
1
）
　
　
宛
耐
O
①
q
O
コ
’
ブ
，
『
1
N
ω
．
蜆
藺
O
O
．

（
蝸
）
　
　
宛
匝
O
O
q
O
自
’
Z
『
1
N
I
ω
．
蜆
団
O
‘

（
4
9
）
　
r
o
『
一
匝
r
ω
冨
＝
く
而
ユ
『
9
仁
ヨ
胴
一
』
コ
a
く
o
－
－
∋
団
o
ゴ
ゴ
』
＝
o
こ
げ
ω
ρ
牟

　
　
屋
竃
（
未
見
）

（
5
0
）
　
雪
彗
鼻
一
雲
『
o
q
o
ユ
冒
幕
ω
O
o
器
S
g
o
P
ω
．
N
8
．
冨
弩
　
（
未

　
　
見
）

（
訓
）
　
宛
①
O
O
q
o
『
一
一
Z
『
－
N
ω
．
蜆
①
o
．

（
駆
）
　
　
宛
①
o
胴
〇
一
一
’
z
『
．
N
’
ω
．
蜆
①
－
一

（
鴉
）
　
　
苅
o
℃
o
q
①
コ
’
ブ
H
『
．
N
’
ω
．
蜆
①
ω
．

（
別
）
　
　
カ
O
勺
O
q
①
自
一
－
6
「
旧
一
ω
一
σ
①
｛
－

（
庁
o
o
）
　
　
N
言
①
－
ヨ
コ
與
目
目
一
　
－
U
與
ω
　
　
宛
o
o
ブ
↓
　
　
o
①
蜆
　
　
｝
口
『
o
q
o
『
＝
o
コ
o
－
一
　
　
〔
｝
o
・

　
　
蜆
O
↓
N
σ
自
O
ゴ
μ
ゲ
＞
＝
血
q
①
ヨ
コ
①
＝
一
〇
『
一
H
O
二
’
－
O
O
〇
一
ω
1
㊤
↓

（
…
㎝
）
　
　
｝
『
o
自
一
〇
『
一
］
U
－
o
　
＞
自
自
與
＝
－
口
①
　
自
団
o
す
　
　
肋
－
σ
－
　
｝
（
｝
｝
一
　
－
自
餉
　
－
o
⑩
ム
’

　
　
ω
O
O
①
1

（
帥
）
　
　
『
－
O
『
口
〇
一
ブ
ー
『
一
～
ω
1
ω
－
①
蜆
①
．

（
5
8
）
　
…
與
目
釘
河
U
竃
『
8
；
閉
妻
マ
穴
閉
凹
目
o
く
o
｝
巴
一
〇
P
－
竃
P
ω

　
ω
ぎ
．

（
5
9
）
　
　
蛯
－
唖
1
0
1

（
州
…
…
）
　
　
｝
『
①
『
日
o
『
’
ブ
H
『
．
㎝
①
一
ω
．
ω
o
o
↓
．

（
6
1
）
　
通
用
理
論
に
つ
い
て
は
、
　
－
彗
昌
N
＼
老
o
；
　
＞
＝
潟
ヨ
9
亮
『

　
↓
①
二
忌
蜆
｝
旨
藺
q
①
三
9
彗
カ
O
O
巨
㎝
』
一
＞
自
＝
1
一
轟
竃
．
一
〇
〇
ー
ミ
⑩
．
参
照
。

（
6
2
）
　
こ
の
判
決
お
よ
び
表
示
意
田
心
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
毅

　
「
意
思
表
示
の
存
在
と
表
一
．
不
意
識
」
岡
法
四
六
巻
三
・
四
号
八
七
九

　
頁
（
平
成
九
年
）
が
検
討
し
て
い
る
。

（
6
3
）
　
我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
』
二
四
一
頁
（
昭
和
四
〇
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）
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